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Some studies were carried out ontheinnercorrosionanddetinning of canned asparagus  

and theprevention of detinni11gbytheuse ofenameled cans．   

1）Tin contentin marketed canned asparagusis rather high、uSually reaching200to  

300ppm．Greaterportion oftin dissoIvedis foundratherin thesolids thanintheliquid・  

Thetopsoftheplantcontains more tin thanthe bottoms．  

2）The corrosion factor（s）are containedin tops ratherthanin thebottoms．  

3）TTeatmentWitllVitamin C andother reducing agents such as sodiumllydrosuuite  

gavenoadvantagein preventingabnormaldissoIvingoftin・Longer blanchingwaseffective  

to some extent tolessen tin－dissoIving．  

4）The qualityofthe productsin PTF cansfo1lowed thatin uncoated cans、andtin  

contentwas onlyone half of thatin thelatter．Especia11y，PTfLspec；alenameled cans  

were found tobethe mostsuitable among the3typesof the coated cans，and considered  

tobeapplicablefor the commercialproduction as the coated canaimed to reduce tin－  

dissolving．   

1．緒  

アスパラガス缶詰は酸の含有量が低く，p甘が中性に近いにもかかわらずスズの溶出量は200～  

卸伽pmと多く，腐食性の強い缶詰とされている．   

アスパラガス缶詰の腐食についてはBigelowl－，Ⅴ鴨ti王），森さ），拓厨）らの報告がみうけられる．  

最近，その腐食因子について竹軒）らはアスパラガス中に含まれている硫黄を含む有線該とそのア  

ミノ軟または糖蜜との凌雉な結合物がスズの溶出に関与していることを報告しているがスズの異常  

溶出防止についての報告ほみうけられない．   

現在，アスパラガス缶詰には無塗装缶が使用されており，そのスズ異常溶出防止対策が要望され  

ているのでアスパラガス缶詰の缶内面腐食ならびに内面塗装缶によるスズ異常溶出防止について検  

討を行ない若干の知見をえたのでその着果を報告する．  

2．実 験 方 法  

2・1試 験 缶 詰   

スズ溶出におよぽすアスパラガスの部位の影響を検討する目的で製造した試験缶詰は当研究所農  
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場で栽培されたメリーワシントンを原料とした，収穫された18～犯皿のアスパラガスを先端部と  

基部に2等分し，常法に従ってブランチングしたのち各々に等豊の水を加えジューサーですりつぶ  

した．これらの試料を7眈m／Hgの真空度で10分間脱気したのちクエン酸を添加してpHを5．4に調  

整した∴詞整試料を無塗装のベビーフード2号如こ80gあて充填し缶中心温度が850Cになるまで  

エキゾーストを行なったのちただちに巻締め，1150c30分間加熱殺菌して試験缶詰を製造した．   

その他の試験缶詰は市販品および数社のパッカーで常法の工程を経て製造されたものを試験に供  

した．  

2・2 試 験 項 目   

各試験缶詰は製造後室温に貯蔵し，各種類3～5缶あて試験に供した．   

2・2・1重金属の測定   

スズ畳は乾式灰化後ポーラログラフ法6）で，欽量は0－フェナンスロリンによる此色法7）で測定し  

た．   

2・2・2 垂金属以外の測定   

硫黄含量はAOACによる重量法8）によった．缶内而状態とアスパラガスの色調は視覚判定で，  

フレーバーと味は官億換査によった．  

3．実験結果と考察  

3・1アスパラガス缶詰中のスズ量分布   

はじめにのべたようにアスパラガス缶詰のスズ終出量は一般的に多いのであるが内容物申のスズ  

の分布をしらべるため市販のアスパラガス缶詰（製造後12か月間経過した250g缶）について各部  

分のスズ含有量を測定しTablelに示した．  

Tablel工）istributiol10ftinin camedaspa∫aguS．  

帝 Twoeachofmarketed canned asparagusofthesamelotwereanalyzed  
綽：Each3cmpiecesoftheplantsweretakenfromthebothend5（“Top’’and“Bottom”）．  
ThreecmpleCeSat thecenter were designatedas‘‘Middle’’，  

この結果から溶出したスズは液汁中よりも同形物中に多く，しかも基部よりも先端部に多く含ま  

れていることが明らかとなった．またアスパラガスの先端動こは溶出したスズと結合しやすい空白  

質や糖質などが基部よりも多く含まれているものと考えられる．   

3・2 アスパラガスの部位別によるスズ溶出真  
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実験方法の1でのべた方法で試験缶詰を製造し，スズ溶出におよぽすアスパラガスの部位の影響  

について換訂した．森8、らは基部よりも先斌部を缶詰にした方がスズの溶出量は多く，かつ缶内面  

の硫化変色も著しいことを報告している．著者らの結果もFig．1に示した如く先端部のみを缶詰  

とした場合のスズ溶出量は基部のみを缶詰とした場合よりも多くなっている．このことから考えて  

腐食因子は基部よりも先端部に多く含まれていることが予想される．またアスパラガス缶詰では缶  

内の硫化変色皮が著しいので充填前の調整試料について硫黄含量を測定したところ墓跡こは13mg  

含まれており先端部ま約2倍量の公mg％含まれていた．この結果から，竹内5）らも報告している  

ように硫黄を含む複雑な有機化合物が硫化変色およぴスズの溶出にも関与しているものと考えられ  

る．  

3・3 アスパラガス缶詰製造時2・3の処理とスズ溶出量   

アスパラガス缶詰におけるスズ異常溶点防止を目的として，製造時   

1）ブランチングの時間を正常の2倍としたもの．  

2）0．1％ハイドロサルファイト溶液でブランチングを行ったもの．  

3）巻締時1缶当り500mgのビタミンCを添加したもの．  

4）対照として常法の工程に従って製造されたもの．  

の4種類で．同一ロットの250g無塗鼓缶を使用して試験缶詰を製造し，経時的にスズの溶出量を  

判定した．その結果をFig．2に示した．   

内容物のpHが中性に近いにもかかわらずス  

ズ溶出量ほ製造1か月後に120～150ppm とな  

（
∈
詮
）
l
u
三
∪
8
∪
戸
 
 

24   1 3  6  12  
Storagep即iod（moローhs）  

Fig．2 Tin dissolvingin canned asparagus  

manufacuredin var；ous eondidon5at  

room tenlperature．  

Can size：J－250  

0：Six minuteblanching  

▲：0．1％ hydrosulfite added when  

bla11Clling  
X：Five hundred milligrams vitamin  

C added to each can  

●；Control（Roution procedure with  

3minuteも1ancb；ng）   

Ⅰ2  I   3   6  

S†0ragO Period（monms）  

Fig．1Tin di5SOIvingin canned aspargus  

POrtions at room tempeT且ture．  

Cm size：BF－2 pH；5．4  

Topscont且ined 25 mg％sulLtd and  

l．5ppm NO8－－N，and boltoms13  

mg％and2．6ppmrespetively．  
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Packer‘‘A’’  

X：PTF oans  
●：PTF－SPeCial  
enameled oans  

O：Uncoated cans  
△：Ename（ed cans   
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Fig．3 Changesin tin andiron content during storage ofcanned  
aSparagu5at rOOm temp．  

Each valueis the average of5 cans．  
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Fig・4 Changesin tin andiron content during storage of⊂anned  

asparagus at room temp．  

Ea血valueis tbe average of 5cans．  
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り製造後短期間内に著畳のスズ溶出が認められた．また製造時ブランチング時間を常法の2倍とし  

た缶詰のみスズ溶出壷は若干少なくなっているがハイドロサルファイト処理やビタミンC添加の効  

果は認められなかった．ブランチング時間を延長した場合にのみ若干効果のあったのは，撼尾1）ら  

が報告しているようにアスパラガス申の腐食因子がブランチング時熱水申に抽出されて少なくなっ  

たためと考えられる．  

3・4 内面塗姜缶によるスズ異常溶出防止   

数年前より各薩内面塗装缶によるアスパラガス缶詰のスズ異常溶出防止について実施して卓た試  

験の結果からPTFタイプの缶が適当と考えられた．そこでPTFタイプの缶2種類を選び，常法  

に従ってアスパラガス缶詰を製造して24か月間にわたる貯蔵試験を実施した．缶は従来からのPT  

F缶と特殊塗装を施したPTF缶9J，対照として無塗装缶と従来塗装缶を使用した．   

代表的なパッカー2社で製造されたアスパラガス試験缶詰の貯蔵中におけるスズと鉄量の鐘時変  

化をFig．3とFig．4に示した．   

無塗姜缶のスズ量は両者とも製造1週間後にはすでに100ppmを超過し，3か月後には2叩ppm  

を超通しているものがあり，24か月後には2（氾～3∝わpmとなっている．スズ畳が製造直後すでに  

100ppm以上と多いのはアスパラガス中の腐食因子が加熱殺菌時にブリキ表面のスズと反応したた  

めか，または加熱殺菌時に分解または合成されて腐食因子が生成しスズを溶解したものと考えられ  

る．   

アTFタイプの缶のスズの量は両者とも24か月後においても100～130ppmで無塗装缶の約半量  

であった．しかも特殊塗装を施したPTF缶の   

スズ量は従来のPTF缶に比較して缶詰製造後  

初期に可成り多くなっている．このことば缶詰  

製造時缶詰内に封入された微量の酸素がすみや   

かに消失さりるため，後述のフレーバーなどに   

も良い影響をおよぼしたものと考えられる．   

従来塗装缶のスズ量ほ24か月後においても10  

ppm程度と少ない．   

鉄畳は無塗装缶と2種類のPTFタイプの缶   

ほほとんど差は認められず4～6ppmであった   

しかしスズ量の少ない従来塗装缶の鉄量は12か  

月後に80～9qppmとなり24か月後には100～110  

ppmに増大した．   

Fig・5 に4種類のアスパラガス試琴缶詰24  

か月貯漬後のスズと鉄量の闘榛を示した．   

缶内面状態は無塗装缶の場合，硫化黒変およ   

び内面腐食は覇者であったが2種類のPTFタ  
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イブの缶は比較的良好であった．また従来塗装缶ではサイドシーム動こ腐食が認められた．   

アスパラガスの色調，フレーバーおよび味については無塗装缶が最も良好で，次いでPTFタイ  

プの缶，とくに特殊塗装を施したPTF缶のフレーバーは従来のPTF缶よりも良好であった．こ  

れは前述のように缶詰製造後初期のスズ量が影響をおよぽしているためではないかと考えられる．  

従来塗装缶では鉄畳が多くなったためか色調，フレーバーおよび味などが悪くなり商品価値は認め  

られない．  

Table 2 ¢uality ofcanned8SparaguS eXamined．  

PTF－Spee；al  
e71a皿eled cans  

Ena皿eled cans  
（singlecoated）  

U11COated cans  PTF eallS  

Tincontent   Allowable   Albwable   Excess   Little   

A血erll110nth   2一－10ppm   10・－30ppm  100～170ppm  1～5ppm   
After24monlhs   100～170ppm  100一－180ppm  220～320ppm  5一－20ppm   

Iron content 

After 24 months Little  Little  1ittle   Excess  
Corrosion   Good  Good   Sulfurst8i  andcorros10n   

Hue  ］ Good l Good lExcellent lPoor（browning）  

Fair Good l Exce11ent l Poor  Flavor  】  Good  

Taste  L Good  l Good  l Excellent l Poor  

Total  l Good＊  l Good＊  1Excellent＊＊ l Poor  

亭：PTF－叩eCialenameledcanswerebetterwbencomparedwithPTFcans  
＊専：Tin contentcausesthe problem  

以上のペた各試験缶の特性鹿果をTable2 にまとめて示した．この結果から特殊塗装を施した  

PTF缶ほ内面塗装市中最も良好で，アスパラガス用の内面塗装缶として実用可鰭と考えられる．  

4．要  約  

アスパラガス缶詰の缶内面腐食ならびに内面塗装缶によるスズ異常溶出防止について若干検討を  

行った．   

4・1アスパラガス缶詰のスズ量は一般的に200～3αわpm と多い．溶出したスズは液汁中より  

も固形物中に多く，固形物中でも基部よりも先端部に多く含まれている．   

4・2 アスパラガス中の腐食因子は基部よりも先端動こ多く含まれている．   

4・3 スズ異常溶出防止を日的として，缶詰製造時ビタミンC添加およぴハイドロサルファイト  

等の還元剤による処理を行っても効果ほ認められない．ブランチング時間を常法の2倍とした缶詰  

のみに若干効果が認められた．   

4・4 pTFタイプの缶を用いたアスパラガスの色芸乱 フレーバーおよび昧は無塗装缶に次いで  

良好でスズ畳も無塗装缶の約半畳であった．とくiこ特殊塗装を施したPTF缶は内面塗装缶中量も  

良好で，スズ溶出の抑制を目的としたアスパラガ用内面塗装缶として実用可能と考えられる．  
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終りに，試験缶詰製造に御便宜を頂きました岩手缶詰株式会社および新海アスパラガス株式会社  

に厚く感謝いたします．また，本研究は東洋製経株式会社技術本部との共同研究の一部であること  

を附記しておく．  
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